
今回は、第15回（平成21年度）環境保全型農業推進コンクールで優秀賞（全国農業協同組

合中央会会長賞）を受賞され、徳島県鳴門市でれんこんを生産されている「東大幸エコファ

ーマーズ」会長 斎藤良光さんを訪ね、農業の状況・課題等についてお話を伺いました（平成

27年６月訪問）。

団 体 名：東大幸エコファーマーズ

代表者名：斎藤 良光

所 在 地：徳島県鳴門市大津町

取組分野：環境保全型農業

れ ん こ ん 畑

○さすが、全国第２位の収穫量を誇る徳島県のれんこん産地ですね。一面のれんこん畑で、こんなス

ケール感は初めてです。

れんこん作りは、大正８年頃に隣の松茂町の農家が岡山県から種れんこんを導入したのが、栽培の

はじまりだと聞いています。この辺りは吉野川水系の水、粘土質土壌に恵まれ、本当にれんこん作り

に適しています。また、そのほ場のちょっとした土質の違いで、れんこんは全然変わってきます。

○現在の東大幸エコファーマーズの農家戸数はどれくらいで

すか？また、環境保全型農業に取り組まれたきっかけは？

現在、９戸でやっています。１戸当たり平均３ha栽培して

いまして、それぞれ農業後継者も育っている状況です。

環境保全型農業に取り組むきっかけになったのは、連作障

害でれんこんの腐敗病やゆず肌症の発生が多くなり、年々れ

んこんの品質低下を感じるようになったことです。このため、

基本に戻ってもう一度土づくりなど基礎的なことから勉強し

ようと、徳島県農業支援センターの研修を受けました。研修

を重ねていくうち、有機質肥料の施用や化学肥料・化学農薬の フェロモントラップ

施用を減らして、みんなで環境にやさしい栽培に取り組もうと

いうことになり、エコファーマーの認定を受けました。

初めてエコファーマーの認定を受けてから、もう10年以上経ちますが、まだまだ手探りの状況です。

土壌分析を年１回定期的に、調子の悪くなってきた畑を中心に分析するようにしています。また、腐

敗病菌の繁殖を抑えるため、冬期湛水を行っています。



○とくしま安２農産物認証制度を取得されていますが、これはどうして取得しようと思われたのです

か？

消費者の環境意識の高まりや食べ物への安全・安心の要求、美味しさの追求ともう１つ、安い輸入

れんこんと競っていくため、何か付加価値を付ける必要があ

ると考えました。

出荷箱には「とくしま安２農産物認証」のマークと「エコフ

ァーマー」のマークが両方プリントされています。東大幸エ

コファーマーズの各農家は、それぞれJA大津松茂に出荷して

いますが、市場にいくと仲卸業者は、これらのマークや生産

者番号等も参考にして買い取っていくようです。

○昨年(平成26年)、徳島県は８月の２度に及ぶ台風の影響で、 「とくしま安２農産物認証」と

県民の生活や農産物にも甚大な被害が発生したということです 「エコファーマー」マーク

が、斎藤会長のお宅でもやはり被害が大きかったのですか？

昨年は、台風第12号、11号の影響で極端にれんこんの生産量が

減ってしまいました。根（れんこん）が育つ８月に台風被害に遭い、葉や茎が傷つけられたらもうダ

メですね。９月だったらまだ良かったんだけど。１日の出荷量がいつもの半分くらいになってしまい

ました。でも、その反面、私が栽培を始めて25年になりますが最高値を経験しました。

○話は変わりますが、この辺りのれんこん畑でミシシッピアカミミガメが大繁殖して、れんこんへの

被害が拡大しているという話を聞いたのですが？

れんこんの新芽を食べるということで被害が出ています。今の時期になると、もう被害もあまりな

いんだけど。このカメは最近すごく増えました。捕獲ネットで捕っていますが、一向に減る気配はあ

りません。他の在来種のカメに比べると、冬眠しないらしく、繁殖力も強いようです。捕獲ネットに

は、在来種のクサガメ、ツチガメも捕れますが、それらはそのまま逃がしています。

それよりも、鳴門市には今コウノトリが２羽、つがいで飛来

していて、この大津町にもこの前までいたんです。しかし、変

電所に巣を作ってしまったんで、停電なんかがあると大変なこ

とになるので巣をとってしまったら、隣の大麻町の電柱に巣を

作って住み着いているんです。話を聞くと、メスの方は２才く

らいで、まだ卵は産めないようです。でも、励みになりますね。

コウノトリは自然が残っているところにしか生息しないという

ことで、地域でとても喜んでいます。当会も「コウノトリ定着

推進連絡協議会」に入会しました。

ハ ス の 花

○今後の展望をお聞かせください。

この辺りのれんこん畑や周辺の水路は、メダカやいろいろな希少生物の生息地として環境が保たれ

ています。今後も環境に配慮した栽培で、生き物と共存し、後継者の残る持続性の高い農業を行って

いきたいと思います。


